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○ 庄 原 市 介 護 職 員 研 修 受 講 費 等 補 助 金 交 付 要 綱  

令 和 ３ 年 ３ 月 3 0日 告 示 第 4 8号  

庄 原 市 介 護 職 員 研 修 受 講 費 等 補 助 金 交 付 要 綱  

（ 趣 旨 ）  

第 １ 条  こ の 要 綱 は 、 市 内 の 介 護 事 業 所 等 に 就 労 し 、 介 護 職 員 研 修 を 受 講 又 は 資 格 試 験 等 を 受 験 し た

者 に 対 し 、 予 算 の 範 囲 内 で 庄 原 市 介 護 職 員 研 修 受 講 費 等 補 助 金 （ 以 下 「 補 助 金 」 と い う 。 ） を 交 付

し 、 介 護 人 材 の 質 の 向 上 、 確 保 及 び 定 着 を 図 る た め 、 当 該 補 助 金 の 交 付 に 関 し 、 庄 原 市 補 助 金 交 付

規 則 （ 平 成 1 7年 庄 原 市 規 則 第 4 6号 ） に 定 め る も の の ほ か 、 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。  

（ 定 義 ）  

第 ２ 条  こ の 要 綱 に お い て 「 研 修 」 と は 、 次 に 掲 げ る も の を い う 。  

(１ )  初 任 者 研 修  介 護 保 険 法 施 行 規 則 （ 平 成 1 1年 厚 生 省 令 第 3 6号 。 以 下 「 法 施 行 規 則 」 と い う 。 ）

第 2 2条 の 2 3第 １ 項 に 規 定 す る 介 護 職 員 初 任 者 研 修 課 程  

(２ )  実 務 者 研 修  社 会 福 祉 士 及 び 介 護 福 祉 士 法 （ 昭 和 6 2年 法 律 第 3 0号 ） 第 4 0条 第 ２ 項 第 ５ 号 に 規

定 す る 介 護 福 祉 士 と し て 必 要 な 知 識 及 び 技 能 を 習 得 さ せ る こ と を 目 的 と し た 研 修  

(３ )  介 護 支 援 専 門 員 実 務 研 修  介 護 支 援 専 門 員 実 務 研 修 受 講 試 験 に 合 格 し た 者 に 行 う 、 法 施 行 規

則 第 1 1 3条 の ４ に 規 定 す る 介 護 支 援 専 門 員 と し て 必 要 な 専 門 的 知 識 及 び 技 術 を 習 得 さ せ る こ と を

目 的 と し た 研 修  

(４ )  介 護 支 援 専 門 員 更 新 研 修  介 護 保 険 法 （ 平 成 ９ 年 法 律 第 1 2 3号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 6 9条

の ８ 第 ２ 項 に 規 定 す る 介 護 支 援 専 門 員 証 の 更 新 を 受 け よ う と す る 介 護 支 援 専 門 員 を 対 象 と し た 研

修  

(５ )  介 護 支 援 専 門 員 再 研 修  法 施 行 規 則 第 1 1 3条 の 1 6に 規 定 す る 法 第 6 9条 の ７ 第 ２ 項 の 厚 生 労 働

省 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 行 う 研 修 で 、 介 護 支 援 専 門 員 と し て 必 要 な 専 門 的 知 識 及 び 技 術 を 習 得

さ せ る こ と を 目 的 と し た 研 修  

(６ )  主 任 介 護 支 援 専 門 員 研 修  法 施 行 規 則 第 1 4 0条 の 6 8第 １ 項 第 １ 号 に 規 定 す る 介 護 支 援 専 門 員

を 対 象 と し た 研 修  

(７ )  主 任 介 護 支 援 専 門 員 更 新 研 修  法 施 行 規 則 第 1 4 0条 の 6 8第 １ 項 第 ２ 号 に 規 定 す る 介 護 支 援 専

門 員 を 対 象 と し た 研 修  

２  こ の 要 綱 に お い て 「 試 験 」 と は 、 次 に 掲 げ る も の を い う 。  

(１ )  介 護 福 祉 士 試 験  社 会 福 祉 士 及 び 介 護 福 祉 士 法 第 4 0条 に 規 定 す る 介 護 福 祉 士 と し て 必 要 な 知

識 及 び 技 能 試 験  
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(２ )  介 護 支 援 専 門 員 実 務 研 修 受 講 試 験  法 施 行 規 則 第 1 1 3条 の ３ に 規 定 す る 介 護 支 援 専 門 員 の 業

務 に 関 し 、 基 礎 知 識 及 び 技 術 を 有 す る こ と を 確 認 す る こ と を 目 的 と し た 試 験  

３  こ の 要 綱 に お い て 「 介 護 事 業 所 等 」 と は 、 法 に 規 定 す る 介 護 給 付 サ ー ビ ス 、 予 防 給 付 サ ー ビ ス 及

び 介 護 予 防 ・ 生 活 支 援 サ ー ビ ス 事 業 を 行 う 市 内 の 事 業 所 及 び 老 人 福 祉 法（ 昭 和 3 8年 法 律 第 1 3 3号 ）に

規 定 す る 老 人 福 祉 施 設 及 び 有 料 老 人 ホ ー ム を い う 。  

（ 補 助 対 象 者 ）  

第 ３ 条  補 助 金 の 交 付 を 受 け る こ と が で き る 者 （ 以 下 「 補 助 対 象 者 」 と い う 。 ） は 、 第 ５ 条 の 規 定 に

よ り 交 付 申 請 を 行 う 日 に お い て 、 市 内 に 住 所 を 有 し 、 か つ 、 市 内 の 介 護 事 業 所 等 で 就 労 し て い る 者

（ 介 護 事 業 所 等 と 雇 用 契 約 を 締 結 し 、 介 護 事 業 所 等 に 雇 い 入 れ ら れ た 者 を い う 。 ） で あ っ て 、 次 の

各 号 の い ず れ か に 該 当 す る も の と す る 。  

(１ )  令 和 ３ 年 ４ 月 １ 日 以 降 に 研 修 を 修 了 し 、 研 修 を 修 了 し た 日 （ 以 下 「 研 修 修 了 日 」 と い う 。 ）

に お い て 介 護 事 業 所 等 で 就 労 し て お り 、 研 修 修 了 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 就 労 期 間 が ３ 月 を 経 過 し

て い る 者  

(２ )  令 和 ３ 年 ４ 月 １ 日 以 降 に 試 験 を 受 け 、 試 験 を 受 け た 日 （ 以 下 「 受 験 日 」 と い う 。 ） に お い て

介 護 事 業 所 等 で 就 労 し て お り 、 受 験 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 就 労 期 間 が ３ 月 を 経 過 し て い る 者  

２  前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 補 助 金 の 交 付 を 受 け よ う と す る 本 人 又 は 同 一 世 帯 員 が 市 税 及 び こ れ ら

に 附 帯 す る 延 滞 金 を 滞 納 し て い る と き は 、 当 該 本 人 を 補 助 対 象 者 と し な い 。  

（ 補 助 対 象 経 費 等 ）  

第 ４ 条  補 助 金 交 付 の 対 象 と な る 経 費 （ 以 下 「 補 助 対 象 経 費 」 と い う 。 ） 及 び 補 助 金 の 額 等 は 、 別 表

の と お り と す る 。  

２  補 助 金 の 交 付 は 、 同 一 年 度 内 に お い て 、 同 一 の 研 修 又 は 試 験 に つ き １ 回 限 り と す る 。  

３  第 １ 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 国 、 県 そ の 他 の 機 関 か ら 別 表 に 掲 げ る 補 助 対 象 経 費 に 関 し 補 助 金 等

の 交 付 を 受 け て い る と き は 、 そ の 額 を 補 助 金 の 額 か ら 控 除 す る 。  

（ 交 付 申 請 ）  

第 ５ 条  補 助 金 の 交 付 を 受 け よ う と す る 者 （ 以 下 「 申 請 者 」 と い う 。 ） は 、 庄 原 市 介 護 職 員 研 修 受 講

費 等 補 助 金 交 付 申 請 書 （ 様 式 第 １ 号 ） に 次 に 掲 げ る 書 類 を 添 え て 市 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

(１ )  研 修 修 了 証 明 書 の 写 し  

(２ )  受 講 費 用 等 に 係 る 領 収 書 の 写 し  

２  前 項 に 定 め る 交 付 申 請 の 期 間 は 、 研 修 修 了 日 又 は 受 験 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て ６ 月 が 経 過 す る 日 の

前 日 ま で と す る 。  
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３  第 １ 項 に 定 め る 申 請 手 続 に つ い て は 、 庄 原 市 補 助 金 交 付 規 則 第 ６ 条 第 １ 項 中 「 額 を 決 定 し 、 交 付

決 定 通 知 書 に よ り 当 該 申 請 者 に 通 知 す る も の と す る 。 」 と あ る の は 「 交 付 を 決 定 し 、 及 び 交 付 額 を

確 定 す る 。 」 と 読 み 替 え て こ れ ら の 規 定 を 適 用 す る 。  

（ 交 付 決 定 ）  

第 ６ 条  市 長 は 、 前 条 に 定 め る 申 請 が あ っ た と き は 、 そ の 内 容 を 審 査 し 、 補 助 金 の 交 付 を 決 定 し た と

き は 庄 原 市 介 護 職 員 研 修 受 講 費 等 補 助 金 交 付 決 定 通 知 書 （ 様 式 第 ２ 号 ） に よ り 、 交 付 し な い こ と を

決 定 し た と き は 庄 原 市 介 護 職 員 研 修 受 講 費 等 補 助 金 不 交 付 決 定 通 知 書 （ 様 式 第 ３ 号 ） に よ り 、 申 請

者 に 通 知 す る も の と す る 。  

（ 補 助 金 の 請 求 ）  

第 ７ 条  前 条 の 規 定 に よ る 交 付 決 定 を 受 け た 申 請 者 は 、 補 助 金 の 交 付 を 受 け よ う と す る と き は 、 庄 原

市 介 護 職 員 研 修 受 講 費 等 補 助 金 交 付 請 求 書 （ 様 式 第 ４ 号 ） に よ り 市 長 に 請 求 し な け れ ば な ら な い 。  

（ そ の 他 ）  

第 ８ 条  こ の 要 綱 に 定 め る も の の ほ か 、 必 要 な 事 項 は 、 市 長 が 別 に 定 め る 。  

附  則  

（ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 告 示 は 、 令 和 ３ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

（ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 告 示 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） の 前 日 ま で に 、 第 ２ 条 第 １ 号 及 び 第 ２ 号 に 定 め

る 研 修 を 受 講 し た 者 で 、 施 行 日 以 後 に 第 ５ 条 の 規 定 に よ る 申 請 を 行 う こ と と な る も の に 係 る 第 ３ 条

第 １ 号 の 規 定 に つ い て は 、 同 号 中 「 令 和 ３ 年 ４ 月 １ 日 」 と あ る の は 、 「 令 和 ２ 年 ４ 月 １ 日 」 と 読 み

替 え て 適 用 す る も の と す る 。  

別 表 （ 第 ４ 条 関 係 ）  

研 修 及 び 試 験 の 区 分  補 助 対 象 経 費  補 助 金 の 額  

第 ２ 条 第 １ 項 第 １ 号 に 定 め る 研

修  

研 修 に 係 る 受 講 費 用 （ 受 講 料 、

実 習 費 及 び 研 修 に 使 用 す る テ キ

ス ト 代 ）  

左 欄 に 掲 げ る 補 助 対 象 経 費 の ２

分 の １ 以 内 の 額 と し 、 ３ 万 円 を

限 度 と す る 。  

第 ２ 条 第 １ 項 第 ２ 号 に 定 め る 研

修  

研 修 に 係 る 受 講 費 用 （ 受 講 料 、

実 習 費 及 び 研 修 に 使 用 す る テ キ

ス ト 代 ）  

左 欄 に 掲 げ る 補 助 対 象 経 費 の ２

分 の １ 以 内 の 額 と し 、 ５ 万 円 を

限 度 と す る 。  
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第 ２ 条 第 １ 項 第 ３ 号 か ら 第 ７ 号

ま で に 定 め る 研 修  

研 修 に 係 る 受 講 費 用 （ 受 講 料 、

実 習 費 及 び 研 修 に 使 用 す る テ キ

ス ト 代 ）  

左 欄 に 掲 げ る 補 助 対 象 経 費 の 1 0

分 の 1 0以 内 の 額 と し 、 １ 万 円 を

限 度 と す る 。  

第 ２ 条 第 ２ 項 第 １ 号 及 び 第 ２ 号

に 定 め る 試 験  

試 験 に 係 る 費 用 （ 受 験 手 数 料 ）  左 欄 に 掲 げ る 補 助 対 象 経 費 の 1 0

分 の 1 0以 内 の 額 と し 、 １ 万 円 を

限 度 と す る 。  

備 考  補 助 金 の 額 に 千 円 未 満 の 端 数 が 生 じ た 場 合 は 、 こ れ を 切 り 捨 て る も の と す る 。  

様 式 （ 省 略 ）  


